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前回に引き続き、高等部の修学旅行のお話です。飛行機の

利用が順調に進み、本校では、しばらくの間、韓国を修学

旅行の行き先にしていた時期がありました。 

 

今年度、小学部では、子どもたちがいろんなことに

挑戦することをめざしています。そのための方策の

一つとして多目的ホールに「チャレンジボックス」

を設置しました。この箱の中に自分が頑張ったこと

を手紙に書いて入れておくと、「チャレンジ君」か

ら返事が届くそうです。手紙の内容は、頑張ったこ

と、楽しかったこと、新しい勉強、 

発見したことなどです。子ども 

たちが何かに挑戦することへの 

動機付けになればうれしいです 

 

事前学習や事後学習

で、国際理解教育に取

り組みました。また、

現地では、特別支援学

校との交流学習を行

い、ボッチャなどを楽

しんだそうです。 

小学部の始業式の中で、「チャレンジボックス」について説明をしました。

多目的ホールで「チャレンジ君」が子どもたちからの手紙を待っています。 

新型コロナウイルス感染症対策として 

「３密」を避ける工夫をしています。 

学校が再開し、教室で仕事をするのが 

難しくなってきました。そのため、 

職員室、事務室、相談室等に透明の 

アクリル板を設置し、飛沫感染防止 

に備えています。（写真は本校事務室） 

国際交流員などの方を講師に迎

えて韓国の文化や歴史等を学習

しました。（H14.5.2） 

小学部 


